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＊ 1988 年 1 月 19 日の新聞記事（これが世界最大の望遠鏡、ハイテクと平和を語る） 

 1988 年 1 月 19 日付の朝日新聞夕刊の記事である。一つは「これが世界最大の望遠鏡」と

いう記事（写真 1）である。当時、筆者が「大型光学赤外線望遠鏡準備室」の総務をしてい

た。これらの記事は 2010 年 3 月に定年退職した M女史から頂いた。 

   

         写真 1 1988 年 1 月 19 日付朝日新聞夕刊 5ページ 



国立天文台が設立されたのは 1988 年 7 月 1 日であるから、まだ東京天文台時代である。

当時は、JNLT（Japan National Large Telescope）と言っていたハワイに建設された大型

光学赤外線望遠鏡「すばる」計画の取材記事である。新聞記事のイラストは、ハワイ島マ

ウナケア山頂に完成した「すばる」とはまるで違った姿に描かれている。これは取材記者

がでたらめを書いたわけではない。当時はこのイラストのように丸いドームの中に経緯台

式の 7.5m 望遠鏡を考えていたのである。検討から 20 年以上、建設に 10 年近くの年月を要

した大型計画は、最高の性能を追求することを続け、ドームは丸い半球型から円筒形のド

ームに変わり、最良のシーイングを得るために望遠鏡の前後通風の大きな開口、左右に 4

か所のフラッシング窓と呼ぶ自然の風を通すおおきな通風口をもったドームの完成時の姿

は写真 2のようであった。 

 

       写真 2 完成した大型光学赤外線望遠鏡「すばる」のドーム 

もう一つの記事は「「ハイテクと平和」を語る、シンポジウムを前に」という宇宙科学

研究所長を退任されたばかりの小田稔氏へのインタビュー記事（写真 2）である。1986 年

の近日点通過のハレー彗星をアメリカ宇宙航空局（NASA）、ソ連、欧州宇宙機関（ESA）、

日本の文部省宇宙科学研究所が宇宙探査機で協力して観測しようと呼びかけ成功した「宇

宙観測連携プレー」を通した積み重ねが平和につながるという小田稔氏にインタビューし

た記事である。この頃、宇宙を戦場とする戦略防衛構想（SDI）が現れ、多くの科学者がこ

の SDI の危険性に気づき、日本学術会議でシンポジウム「ハイテクと平和」と題したシン

ポジウムを開催したのである。小田稔氏は X 線天文学を起こし、1980 年には朝日賞、1986

年には文化功労者の顕彰を受けている。 



     

         写真 3 「ハイテクと平和」を語る小田稔氏の記事 


